
地域での環境を守る活動への関心や理解を深めていただけるように、分かりやすく、環境に
やさしい生活を考えるきっかけとなるセミナーです。たくさんの方の参加をお待ちしています。

中学生、高校生のみなさんが日常の中で未来を描く力が備わる場の創出を
セミナー参加費は、中学生、高校生のみなさんにじっくりと環境に向き合う機会となって

いただけるよう、そして、若い世代自身が感じたことを自由に表現する「場」である、「かん
きょう「組写」フォトコンテスト」及び「撮影会」の運営に活用させていただきます。

開催時間 : 19時～20時30分（全4回）
会 場 : さくらWORKS<関内> 横浜市中区相生町3-61 泰正ビル2階

JR根岸線関内駅北口徒歩5分
参 加 費 : 1,000円/ 1 講座 （中高生は無料）

募集人数 : 先着30名/ 1 講座 申込方法 : 裏面を参照願います

第１回

第2回

第3回

第4回

６月20日（金）

「ゴミで発電！～エネルギーの地産池消を考えよう～」
生ごみ発電について、横浜市の実証実験や他の自治体の導入事例を紹介します。
また、電気事業法改正（電気の小売の全面的な自由化への展開）などについても
確認し、今後、エネルギーの地産池消に向けて、我々がどのような行動をとるべきかに
ついて考えてみたいと思います。

「携帯電話が環境問題の原因に？
－ライフサイクルで考える環境負荷－」

あなたは、自分の毎日の生活が環境問題と深く関わっていることを知っていますか？
毎日の生活と環境問題のかかわりについて、ライフサイクルの考え方を基礎に、携帯
電話やプラスチックを題材に考えてみましょう。

「日本の環境教育の問題」

欧米では環境という独立した教科として学校で指導されているが、日本では７科目に
わたってばらばらに指導されている。それは日本社会の環境問題への対応の歴史が
影響しており、そのことが今の日本の環境問題の停滞につながっている。その内容を体
系的に説明し、その課題を明確にしたうえで、どのように改善すべきかを考えてみます。

「食べられるのに捨てられる食料はどこへ行く?
～食品リサイクルのいまを探る～」

7月 4日（金）

7月 9日（水）

7月24日（木）

環境の視点から
感受性豊かな人材の創出を目指して

スーパー、コンビニ、レストラン、食品工場などから捨てられる余剰食品や手つかずの
食品は焼却するしか方法がないのか。
飽食の裏側で繰り返される「もったいない」。食品リサイクルのいまを見てみましょう。

主催 一般社団法人 かんきょうデザインプロジェクト

開催時間 19時～20時30分



講師プロフィール（敬称略）

第1回担当 古川 務

山口県出身。西南学院大学博士課程を経て、岩手大学で12年間環境法を教えていま
した。そして、2012年4月に東京都市大学環境学部准教授として横浜に参りました。横浜
は生物多様性保全やまちづくりの教材の宝庫だと感じています。積極的に“まち”に出て、
生きた勉強を行いたいと思っています。

第2回担当 松本 真哉

1994年大阪府立大学で修士課程を修了後、3年間シャープ株式会社で液晶のエン
ジニアとして働く。その後退社し横浜国立大学で博士課程に進み、2001年博士(工学)
現在、横浜国立大学大学院環境情報研究院 教授。専門分野は機能性色素化学
で、機能性色素の結晶状態の光電子特性の理解を目的として基礎研究に従事してい
るが、最近、環境教育教材の開発や実践に取組み始めた。

第3回担当 吉田 博彦
1975年早稲田大学法学部卒。1999年に教育分野で最初のNPO法人として認証を
受けたNPO法人教育支援協会代表理事。市民参加の教育改革を提唱し、文部科
学省や教育委員会との協働で全国でさまざまな教育事業を展開している。

第4回担当

①申込日 月 日 ②お名前

③性別 男 女 ④連絡の取れる電話番号

⑤[E‐mail]

⑥参加希望日
希望されるプログラムの（ ）に〇を入れて開催日の3日前までにお申し込みください。
1回でも結構ですし、複数回の参加も可です。

（ ） 第1回 6月20日（金） （ ） 第3回 7月 9日（水）

（ ） 第2回 7月 4日（金） （ ） 第4回 7月24日（木）

かんきょう セミナー 参加申込書

その他、情報更新についてはウェブの参照
又は主催者までご連絡ください。 http://www.kankyo-design.org

キャンセル又は受講日変更、追加などは事前にお知らせください。また、定員オーバーの場合はご希望に添え
ないこともございます。予め、ご了承ください。
E-mailでお申し込みの場合も参加申込書①～⑥の項目を記載してお送りください。

申込先 FAX 045‐681‐7554 /  E‐mail info@kankyo‐design.org
横浜市中区山下町86‐1‐404 080‐6665‐4376 担当 武松昭男

お客様の個人情報に関しましては、本セミナー申込や当法人主催のセミナー及びイベントのご案内目的以外は使用致しません。
また、お客様の許可なく第三者への開示・提供をすることもありません。

食品関連事業者から排出される余剰食品、手つかず食品のリサイクル事業を展開する
3社が現状をプレゼンテーション。食品残さから堆肥を製造する横浜環境保全（株）、
飼料を製造する横浜市有機リサイクル（協）と武松商事（株）が参加。

食品リサイクル現場の
生の声をお届けします


